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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BCL-2タンパク質ファミリーに属します。BCL-2ファミリーのメンバーはヘテロまたはホモ二量体を形成し、幅広い細胞活動に関与する抗アポトーシスまたはプロアポトーシスの調節因子として機能します。この遺伝子によってコードされるタンパク質には、保存されたBH4、BH1、およびBH2ドメインが含まれます。このタンパク質は、BCL2、BCL2L1/BCL-X(L)、およびBAXを含むBCL-2タンパク質ファミリーの他のメンバーと相互作用できます。この遺伝子の過剰発現は、ミトコンドリアからのシトクロムCの放出を阻害し、それによってカスパーゼ3の活性化を活性化することにより、細胞のアポトーシスを抑制することが示されている。このタンパク質のマウス対応物はApaf1と相互作用し、カスパーゼ9とタンパク質複合体を形成することがわかっており、これはこのタンパク質がAPAF1およびCASPASE 9関連のアポトーシス経路に関与していることを示唆しています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	BCL2L10 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

